
組合だより   
【 第３７９号 令和８年１月 日本羊腸輸入組合 】 

 

松永理事長新年御挨拶 

 

令和８年新春にあたり、ハム・ソーセージ業界、食肉加工業会、関係業界の皆様に

新年のお祝いを申し上げます。本年も皆様のご健康とご多幸を心より祈念申し上

げます。 

国内のソーセージ生産量は対前年比（１０月末時点）微減であるものの、引き続

き、消費者の生活に欠かすことのできない商品であることを大変喜ばしく思うと

同時に、安心安全な天然腸の輸入の責任を重く受け止める次第です。  

他方、世界的な気候変動、紛争、人件費やエネルギーの高騰などインフレによる

影響は軽微ではなく、特に原料のすべてを輸入に頼る日本は、円安基調の影響も

あり、さらに厳しいものがあります。世界の天然腸業界として、不安定な価格、コ 

スト高騰により、天然腸市場を取り巻く環境は不安定さを増しています。 

そうした中にあって、昨年１０月には中国肉類協会天然腸衣分会との交流会を開

催し、一大原産国である中国との連携を維持しつつ、同時に特定国からの輸入に

偏り過ぎないよう輸入可能国の拡大に向けて、関係機関との連携を強化していき

たいと考えています。 

当組合活動につきまして、賛助会員制度を活用し、幅広い関係者の皆様との意

見交換などを通じて、更に前向きに取り組んでまいる所存です。   

天然腸を使用したソーセージは日本の食文化に欠かすことのできないものです。

天然腸貿易には高い専門性が必要とされ、今後も目まぐるしく変化する状況に、

世界市場、関係官庁との情報交換が肝要です。当組合が重要な役割を担っている

ことへのご理解とご協力を賜りますようお願い申しあげます。 

 

                            日本羊腸輸入組合 理事長 松永大介  

 

 

 理事会等  

 

〇１２月は、理事会等の開催はありませんでした。 

 



 事務局  

 

〇新規加入について 

 １０月３日付で、組合加入申請がありましたマナインターナショナル株式会社（佐 

藤和統代表取締役）につきまして、定款第１１条第２項に基き、１１月１２日の令和 

７年度第３回理事会で承諾されました。また、定款第１１条第４項に基づき、出資 

び入会金の振込が確認できましたので、令和７年１２月１日より、新たに組合員と 

して活動されることとなりましたので、ご報告致します。 

 

〇組合員関連 

 ・天然腸輸入報告統計協力１１社に対し、令和７年１１月分の結果報告と令和７年１ 

２月分の報告依頼を行いました。 

 

・２月２５日(水)第４回 JNSCAセミナーを、日本ハム・ソーセージ工業協同組合 

の道免昭仁業務部長をお招きし「食肉加工業界を巡る情勢について」をテーマ 

に開催致します。申し込み登録はメールにてご案内いたしますので、ご参加宜し 

くお願いします。 

  

〇関係省庁関連 

 ・経済産業省農水産室、厚生労働省食品監視安全課及び動物検疫所を訪問し、組 

合業務や中国加工施設の追加、輸入可能国の拡大等に関しての意見交換を行い 

ました。 

   

〇その他 

 ・INSCA会費を納付しました。 

 

 

 統計  ＊統計の詳細は組合ホームページで御確認下さい。 

 

【財務省貿易統計】 

 令和７年１１月の天然ケーシング輸入量は、次のとおりです。 

・総輸入量: ２６７.０t(前月比△１０７.６t､ ７１.３％／前年同月比△８７.７t、７５.３%) 

・中国原産: 20５.９t(前月比 △ 7１.１t､ ７４.３％／前年同月比 △2.９t､ 98.６％） 

・豪州原産:  ２８.５t(前月比 △  2.０t､ ９３.3％／前年同月比 △３.３ｔ､ ８９.６%) 

・ＮＺ原産 :  ２７.７t(前月比 △ ２２.３t､ ５５.５％／前年同月比△８２.６t､２５.１%) 

 



 令和７年１月～１１月 

・総輸入量: 3,805.1t  （前年同期比  １08.5%） 

・中国原産: 2,594.6t  （前年同期比  １12.1%） 

・豪州原産:   585.9t  （前年同期比  116.6%）  

・NZ 原産:   524.3t  （前年同期比   89.2%） 

 

【ソーセージ生産量（日本ハム・ソーセージ工業協同組合調べ）】 

令和７年１１月のソーセージ生産量は、次のとおりです。 

・ソーセージ類合計生産：   2６,４９８.８t  (前年同月比  ９５.1％) 

・ウィンナーソーセージ ：   ２０,061.3t  (前年同月比  95.7％) 

・フランクフルトソーセージ：  2,497.1t  (前年同月比  89.5％) 

 

令和７年１月～１１月 

・ソーセージ類合計生産 :   ２67,853.3t （前年同期比 ９７.9%） 

・ウィンナーソーセージ  :   204,204.1t （前年同期比 ９９.２%） 

・フランクフルトソーセージ:   27,589.6t (前年同期比 9３.4%） 

 

 

 ＨＰ更新内容（統計関係を除く）  

＊更新内容の詳細は組合ホームページで御確認下さい。 

 

○年末年始の休業について(事務局からのお知らせ) 

 

〇動物検疫所より、ニュージーランドの天然ケーシング処理施設の更新連絡（更新

内容は施設番号ME17の削除）がありましたのでお知らせします。 

動検 HP ケーシングの処理施設：動物検疫所  

 

〇「令和７年度輸入食品監視指導計画に基づく監視指導結果（中間報告）」につい

て（厚生労働省食品監視安全課からの周知依頼）   

厚労省 HP https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_67136.html 

 

 

 

 参考情報・お知らせ  

 

 

https://www.maff.go.jp/aqs/tetuzuki/facility/casing-facility.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_67136.html


〇賀詞交歓会開催 

ご案内していました令和８年の賀詞交歓会を１月１４日(水)１７時半より開催い

たします。参加登録いただきました皆様、宜しくお願いします。ご都合等で参加

を見送られた皆様には次の機会にお会いできることを楽しみにしています。 

 

〇昨年６月末に組合を退会されました川村通商㈱代表取締役の川村洋三前理事

長が、昨年１２月１５日ご逝去されました。謹んでお悔やみ申し上げます。同社は

組合発足当時のメンバーで、川村前理事長は、昭和６３年以降理事 副理事長を

歴任し 平成１４年の理事長就任からは２０年間の永きにわたり我が国の天然腸

業界を先導し 天然腸輸入貿易の振興に多大なる貢献をなされました。あらた

めてそのご功績に心より感謝申し上げます。 

 

 

 今後の主な予定  

 

―令和８年― 

〇 １月１４日(水) 令和７年度第４回理事会、新年賀詞交歓会 

〇 ２月２５日(水) 第４回 JNSCAセミナー 

〇 ３月１８日(水) 令和７年度第５回理事会 

〇 ４月１３日(月) 監事監査 

〇 ４月１５日(水) 令和７年度第６回理事会 

〇 ５月２１日(木) 第６３回通常総会／懇親会 

 

     以上 


